
大学コンソーシアム富山 平成３０年度「コラボ塾」実施報告 

 

事業名 働き方改革への対応セミナー 

実施機関名 富山国際大学 

趣旨・目的 

日本における生産年齢人口の割合は、近い将来５０％を下回る時代を迎

えようとしており、今後、大学・企業等において、働き方の改革が求めら

れようとしています。 

 今年度のコラボ塾では、大学・企業等における働き方改革は、どのよう

に考え推進すべきか、その手掛かりとなる研修会を開催しました。 

開催日時 平成３０年１１月２２日（木）１３：１５～１７：３０ 

開催場所 
大学コンソーシアム富山 駅前キャンパス 

（富山市新富町１－２－３ 富山駅前ＣｉＣビル５階） 

参加人数 

 

 
【第一部】 

    
【第二部】 

   
機関名 教職員 学生 計 

 
機関名 教職員 学生 計 

富山大学 6 0 6 
 

富山大学 1 0 1 

富山国際大学 8 0 8 
 

富山国際大学 2 0 2 

富山高等専門学校 1 0 1 
 

富山高等専門学校 1 0 1 

経済団体・民間企業 5 0 5 
 

経済団体・民間企業 1 0 1 

金融機関 2 0 2 
 

金融機関 1 0 1 

その他 3 0 3 
 

その他 3 0 3 

合計 25 0 25 
 

合計 9 0 9 

 

 

事業内容 

 

 今回、労働者の働き方改革をテーマに取り上げ、働く人の視点から今後

の労働者の働き方はどうあるべきかについて、基調講演とグループ討議等

を行い、高等教育機関をはじめ、産業界・金融界からの参加がありました。 

 

 第１部は、講師に千葉商科大学国際教養学部専任講師・働き方改革評論

家の常見陽平氏をお迎えし、「大学・企業等の働き方改革の考え方と進め

方」と題して、基調講演が行われました。 

講演は、働き方改革に何故取り組まなくてはならないか、労働時間短縮

が喫緊のテーマであること、実務レベルの問題点・日本の労働社会の問題

と処方箋について等、示唆に富んだ内容でした。 

 第２部は、ファシリテーターとして㈱まとめる専門家の松本八治氏に、

基調講演を踏まえて労働者の働き方改革について、討議・検討を進行して

いただきました。 

 グループ討議では、フィッシュボールの手法を使って、各自の意見・悩

みを引き出し、テーマを選んで、解決のための検討を行いました。最後に、

グラフィックレコーディング（議論の可視化）でのまとめがありました。 

 

自分から始める働き方改革を考えた「コラボ塾」でした。 

 



  

 

 

 

  

 

 

 

 

秦部会長の開会挨拶 常見陽平先生の基調講演 

フィッシュボールでのディスカッション テーマ別グループ討議 


